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ぶ
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な
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。
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解答・解説　だんごむしが まるく なる わけ（2年・せつめい文）

問1　ア
もん

二つ目の だんらくに「せなかは、かたい からで おおわれて います」と 書いて あります。「おおわれて」は、上から すっぽり かぶさって いる ようすです。
ふた め か うえ

問2　ウ
もん

二つ目の だんらくに「おなかの がわは やわらかく、細い 足が 十四本 ならんで います」と 書いて あります。一つ目の だんらくに「くるりと まるく なります」と あるの
ふた め ほそ あし じゅうよんほん か ひと め

で、アは ちがいます。二つ目の だんらくに「せなかは、かたい からで おおわれて います」と あるので、イも ちがいます。四つ目の だんらくに「また 体を のばして 歩き
ふた め よっ め からだ ある

だします」と あるので、エも ちがいます。

問3　かたい から
もん

二つ目の だんらくに「せなかは、かたい からで おおわれて います」と 書いて あります。
ふた め か

問4　（れい）自分の 体を まもる ため。
もん じぶん からだ

四つ目の だんらくに「まるく なるのは、自分の 体を まもる ための ちえなのです」と 書いて あります。体を まもる ことが 書けて いれば 〇です。三つ目の だんらくの
よっ め じぶん からだ か からだ か みっ め

「やわらかい おなかと 足が、かたい からの 中に かくれます」を つかって、「やわらかい おなかと 足を かくす ため」と 書けて いても 〇です。
あし なか あし か

© School Stock


